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【開催趣旨説明】
【ファシリテーター　時光氏】
　本日の外国人コミュニティ全国会議は、今回が初めての開催です。

皆様ご存じの通り、日本には212万人以上の外国人住民が生活しており、その方々との地域づくりが課題になっています。今日の全国会議では、外国人コミュニティに焦点を当て、外国人コミュニティの視点から見た地域の課題はなにか、どんなことが必要かを通して多文化共生の地域づくりのヒントを考えてみたいと思います。
　この会議は、何か答えを出すものではなく、初めての試みとして全国から多様な外国人コミュニティの方にご登壇いただき、外国人住民自ら会場の皆様に直接声を届けることを大切にしたいと思います。
　来場者の皆様は、長年地域で実践・研究されており、多文化共生にお詳しい方が多いかと思いますが、ぜひ外国人コミュニティの皆さんの声に耳を傾けていただき、コミュニティの現状を踏まえ、地域国際化協会や行政、NPO、大学、市民などの立場から　今後どのように外国人コミュニティと連携すればよいか、また彼らから見た地域の課題は何か、これらのことを共有することで、多文化共生の地域づくりのヒントを探っていただければ幸いです。

　今回の会議開催にあたり、主催者である自治体国際化協会が各都道府県・政令指定都市地域国際化協会を通じて活動状況を把握している外国人コミュニティの有無について調査しました。すべての外国人コミュニティを網羅した調査ではありませんが、コミュニティについていくつかの傾向があることが分かりましたので、簡単にご紹介したいと思います。
　まず、コミュニティの活動としては、日本での生活に関する情報交換や地域行事への参加、また、多文化な子どもたちへの母語の教育といった活動内容が目立っています。

コミュニティの構成形態としては、少数の国においては、日本人配偶者関係のコミュニティがたくさんいます。
　それから、留学生が各地で団体を立ち上げた場合もたくさん見られます。

　それからもう一つ、私自身もとてもうれしく注目している部分なんですが、多国籍のコミュニティもたくさん存在していることですね。国籍を超えて、日本で生活をしている地域社会の一員としての共通の思いがうかがえるように思います。
　では、本日は全国から５つの団体にお越しいただきまして、団体名、それから地域性について簡単に御紹介をしておきたいなと思います。
　まず、ここには発表順で書かせていただいていますが、最初に発表される団体は、京都府からお越しいただきました外国人女性の会パルヨンです。ここは、フィンランド、それからその他の国籍の皆さんが活動されているコミュニティ団体です。

　京都といえば、皆さんはどういうイメージをお持ちでしょうか。世界中から観光客がたくさん来ていて、観光客が目立っている地域なんですけれども、なかなか在住外国人が注目されていないという地域でもあるように思います。
　それから、２番目に発表される団体ですが、ＮＰＯ法人ブラジル友の会です。美濃加茂市からお越しいただいているんですけれども、皆さん御存じのとおり、外国人集住都市会議のメンバーですね。特に９０年代以降、主に日系労働者の皆さんが急増する地域の一つなんですけれども、多文化な子供たちもたくさん生活をしている地域です。

　それから、３番目に神奈川県からお越しいただきましたカワヤンＰ．Ｗ．Ｃの方です。ここは、フィリピンにルーツを持つコミュニティになります。

　皆さん御存じのように、全国の中で最初にできた国際交流協会は、ここですね。多言語の情報が多くて、それからＮＰＯ団体、多文化共生のリソースが多い地域でもあるように思います。
　４番目に御発表いただくのが、熊本県からお越しいただきました一般社団法人熊本イスラミックセンターの方たちです。

　最近、国際社会で何かとイスラム系の宗教に関しての話題も多い中で、今日はイスラム系の皆さんにお越しいただいて、発表を伺えることになりました。

　熊本県内には、特に最近ですね、イスラム系の外国人観光客がふえているというふうに聞いています。

　それから、５番目に御発表いただくのが、福島県からお越しいただきました、つばさ～日中ハーフ支援会の方です。

　中国にルーツを持つ団体です。熊本県と同じように、福島県は外国人住民が点々と住んでいる散在地域ですね。被災経験を持つ地域でもありますが、皆さん御存じのとおり、国際結婚が多い地域ですね。主に、中国、それからフィリピンやタイ人の女性がたくさん生活されていて、国際結婚があるということは、当然外国にルーツを持つ子供たちもたくさんいるという地域でもあるんですね。

　では、いよいよこのあと皆さんに御登壇いただいて、発表をいただきます。本日の進め方ですが、前半一時間程度、発表者の皆さんに、御自身の自己紹介を兼ねて団体の紹介、活動等について１０分ほどお話をいただければいいなというふうに思っています。
　途中で一旦５分程度休憩を挟みまして、後半部分の一時間ですが、パネルディスカッション、それから会場の皆様との意見交換をしたいというふうに思っています。

　では、お待たせしました。早速一組目ですが、京都からお越しいただきました、外国人女性の会パルヨンのハッカライネン　ニーナさん、それから、同行者の本多　りえさんです。

　それでは、準備ができましたら発表に移っていただければと思います。では、お願いします。

【各コミュニティによる活動内容発表】

【外国人女性の会パルヨン　】
外国人女性の会パルヨン代表のハッカライネン　ニーナと、副代表の本多　りえです。よろしくお願いします。

　外国人女性の会パルヨンは、２００７年５月に設立しました。設立のきっかけは、京都市外国籍市民施策講演会で知り合った外国人女性たちの会話でした。

　京都市に住んでいる外国人女性の立場から、定住者向けの行政サービス活動している団体が少なかったです。国際結婚している外国人女性の多くは、留学経験がなく日本語のレベルがさまざまであるにもかかわらず、子育て、介護の担い手になっているため苦労しているのに、外国人向けの行政サービス活動は、日本文化などの紹介ばかりでした。

　そこで、外国人女性を支援する会の実用性を介して設立することになりました。

　会の名前、候補はいろいろありました。英語や中国語、スペイン語などを使うと、国や地域が限定されるイメージがありますが、私たちの会は、どこの国の人でもオーケーなので、私の出身の国の言葉、フィンランド語なら多分誰もわからないだろうということで、フィンランド語のパルヨンに決めました。

　パルヨンは、フィンランド語でたくさんという意味で、外国人女性のみんなが日本での必要な情報、外国人女性、日本人女性とのおしゃべり交流の機会をたくさん持てるようにしたいという思いをこの名前に込めました。

　これは、パルヨンのロゴマークです。これもボランティアの方にデザインしていただきました。

　パルヨンの特徴は、外国人女性と日本人女性が一緒に活動していること、参加者は多様な国籍を持ち、日本語が共通語であり、場合によって英語、中国語などの通訳も用意してあります。

　さらに、お子さんと一緒に参加してもオーケーということです。

　日本語が共通語である理由は、みんなに日本語が上手になってほしいからです。日本で生活する上で、日本語がとても必要ですので、やはり日本語をみんなに使っていただきたいです。

　日本人女性と一緒に活動する理由は、外国人女性は日本人女性から日本で役に立つ生活の知恵などを学べるからです。

　また、若いお母さんたちがなかなか外に出る機会がないので、外に出やすいようにお子さんと一緒に参加しても大丈夫にしました。

　これまでの活動は、外国人女性の交流会、料理教室、それから漢字クラス、研修セミナーですね。異文化間コミュニケーションや国際結婚がうまくいく秘訣、国際離婚、日本のマナー、ハラスメントなどをしました。

　活動するために必要な会場は、京都府、京都市が協力してくれています。京都府、京都市の協力がなければ今のパルヨンはありません。

　この写真は、料理教室のときの写真です。そのときは、パラグアイの料理を学びました。この（写真で）背中を向けているのは、パラグアイ出身のメンバーで、ロシア人の女性たちにも参加してもらいました。

　これをパラグアイの料理で、あるコロッケですが、日本のコロッケと違って、すごくスパイシーな味をしていて、一番上の右側の白いおかゆっぽいシナモンのかかっている料理は、実はフィンランドのクリスマス料理の一つなんですね。それがパラグアイまで渡っていったことにすごくおどろきました。

　これは、異文化間コミュニケーション研修のときの様子で、そのとき大手前大学の安藤先生に来ていただいて、安藤先生御自身も国際結婚されているので、いろんなおもしろい話をいっぱい話していただき、そして、ヤフーとシーサーの文化のゲームがあって、そこで大きな声でしゃべることが礼儀という文化とか、小さな声でしゃべることが礼儀という文化と、そしてとても近づいて話すことが礼儀という文化と、距離を持って話すことが礼儀という文化の２つのグループにわけてゲームをやっておもしろかったです。

　いつもは、子供のコーナーも用意してありますので、ボランティアは子供の面倒を見てくれます。

　現在の主な活動は、京都駅ビルの中にある京都府国際センターで定期的に行っている外国人女性のための何でもしゃべれる会プフーです。

　これは、プフーの様子です。いろんな国籍の人がいます。韓国、中国、台湾、マレーシア、ペルー、フィンランド、それから日本人です。

　これはお花見の様子ですね。中国、台湾、インド、オランダ、フィンランドとそれから日本人が参加しています。

　これは、一番最近、プフーのあとでみんなで行きました。後ろにクリスマスツリーが写っていますけれども、真ん中に私（本多りえ）と私の娘が一緒に写っています。私の娘は赤ちゃんのときから、ずっとパルヨンに参加していて、外国人は日本語をしゃべるものだと思っているくらいパルヨンと一緒に育っています。

　活動資金についてなんですけれども、２０１４年京都多文化支援ネットワークで、多文化おもしろゼミナールというのを行いました。

　これは、きょうも私たちを応援しに濱屋さんが来てくださっていますが、京都市国際交流協会と行いました。パルヨンを代表して、ニーナさんがフィンランドについて、２回シリーズでお話ししました。１回目は、フィンランドの教育制度、２回目はフィンランドの暮らしについて、２回目のときは、ちょうどフィンランドからニーナさんのお友達が遊びに来てくれていて、彼女たちにも参加してもらって、最新の情報を教えてもらったりもしました。

　このときいただいた謝礼金は、パルヨンの活動資金に充てました。

　ことしは、上京区から京都市上京区まちづくり活動支援事業交付金をいただきました。あとで細かく説明しますけれども、ことしは、京都府地域力再生プロジェクト支援事業交付金を狙っているところです。もしかしたらおりるという可能性が高いので、ちょっと楽しみにしています。

　外国人のための情報は今までいろいろありましたが、生活のコツを教えてくれるガイドブックは今までありませんでした。

　京都市上京区の助成金は、外国人のためのわかりやすい生活ガイドブックをつくるための資金として、今使っています。この生活ガイドブックの名前は、「コトナ　in Kamigyo」です。コトナはフィンランド語でアットホームという意味です。外国人に上京区をアットホームに感じてもらいたいので、この名前をつけました。

　このガイドブックの内容としては、こういう項目を今考えております。つまり、近所でのコミュニケーションと挨拶の仕方、近所での友達、知り合いのつくり方、異なる価値観から生じるトラブルの解決方法、かかりつけ医師のみつけ方、町内会の説明、行事への参加、虫予防対策も考えていますが、国によって全然虫も違いますので、畳の掃除の仕方とか、そういうことをいろいろと考えているところです。

　例えば、回覧版はどうでしょうか。外国人に回覧版とか町内会はどういうものかなかなかわかりませんね。あれは、近所の方への挨拶もとても必要なんですね。例えば、「いつもうるさくしてすみません」は、よい近所関係を築くために必要であることは外国人にはわかりません。だから、こういうことを説明するつもりです。

　これは、ガイドブックの作成のチームのミーティングです。これも多国籍です。イギリス人や、フィリピン、インドネシア、中国、フィンランド人、日本人が入っています。男性にも参加してもらっています。

　こういうコーナー、講座もやっていますね。そのガイドブックをやっている、防災対策、医療制度、日本のマナー、それと社会福祉制度、京都市上京区の魅力についても講座を行っています。

　これは、防災対策講座のときの様子です。地震が起きたらどうしたらいいとか、防災グッズについていろいろ教えてもらいました。こんな感じです。

　今後の活動なんですけれども、生活ガイドブックの４カ国版と、そして日本人向けの小さなガイドブックもあったらいいなと思っています。その題名は、「隣の外国人とのつき合い方」と考えています。

　そしたら、これはことしの京都市の上京区のふれあい祭りのときの冊子です。そのときは、ステージで外国人あるあるクイズというのをやりました。その後は、上京区のこのキャラクター、かみぎゅうくんと一緒に写真を撮ってもらいました。

　外国人が京都でアットホーム、京都をアットホームに感じて暮らせば、それは、みんながハッピーになることだと思っていますから、そういうふうになるように今活動しています。

　以上、発表を終わります。どうもありがとうございました。
【時光氏】
パルヨンのお二人の発表でした。
　フィンランド出身のニーナさんは、実際京都で生活をしてみて困ったことから気づいて、団体を立ち上げて、今、日本人女性を上手に巻き込みながら活動されているというお話を聞かせていただきました。
　では、席にお戻りください。ありがとうございました。

　続きまして、次は岐阜よりお越しいただきました、ＮＰＯ法人ブラジル友の会です。どうぞ壇上にお上がりください。
　発表者の金城ナヤラナツミさん、それから、同行者の金城アリーナユキエさんです。では、準備ができましたらお願いします。
【ＮＰＯ法人ブラジル友の会】
皆さん、こんにちは。

　ただいま紹介にあずかりました、ブラジル友の会の金城ナヤラナツミと金城アリーナです。よろしくお願いいたします。

　私たちの団体は、岐阜県の美濃加茂市を活動拠点として活動を行っております。私たちの主な活動は、在住外国人の子供の学習支援活動をしております。その他に、地域の生活者への就労支援活動、生活相談、その他多文化交流事業を行ってきました。
　また、２０１０年４月から美濃加茂市内に多文化交流センターを併設させていただきました。今のメインの活動は、学習支援だけを行っております。
　私たちの団体は、日系ブラジル人の子供を持つ親でつくられた団体で、設立のきっかけは、子供の中での話から立ち上げが決まりました。

　どの活動から始まったのかといいますと、私の母がブラジルでポルトガル語の教師をしていたことがきっかけで、日本の学校に通っていた私自身が母語であるポルトガル語を忘れ始めていたことを見て、母が家の部屋で、私とあともう一人にポルトガル語を教え始めました。それが、口コミでどんどん広がっていきまして、多いときには９０人を教えることになって、部屋に入りきれなくなったので、公民館を借りて活動をし始めました。

　現在は、２００８年のリーマンショックがきっかけで子供が減りまして、３０人の子供がポルトガル語教室に通っております。
　こちらがポルトガル語教室の様子の写真ですね。全員で３人の先生で教育を行っております。
　基本的にこの教室に通っている生徒というのは、ポルトガル語を話せなかったのが話せるようになりましたとか、あとは、ポルトガル語を忘れ始めていたのが日常会話ができるようになりましたとかという声をよく聞きます。
　続きまして、私たちがメインの活動でやっております学習支援教室についてなんですが、始めたきっかけというのも日本の学校に通い始めた私自身が、日本の学校に通っていても日本人と同じように勉強についていくことができていないという親の目線から始めた活動です。
　日本人のボランティアを集めて始めました。ことしで１２年目の活動です。日本の学校に通う小中高校生の外国籍児童が対象です。美濃加茂市と岐阜県国際センターからも委託補助金事業を受けながら、活動を行っております。

　こちらが、中学生の放課後学習支援教室の写真ですが、大学生と大学院生の方にメインで教えていただくようにしています。それはなぜかというと、ブラジル人の子供たちの中には、目標となる存在というのは親で、親はどこで働いているかというと工場です。なので、もっと夢を持ってもらうために大学生とかと話をしながら、大学とはどういうものなのか、どんなことが勉強できるのかということを話しながら勉強をしてもらっています。
　こちらの写真は、１００マス計算と面接練習を行っているところです。なぜ面接練習を行うのかといいますと、高校入試で面接がある学校が多くて、そのときに外国人の子供は面接になれていないということから、面接練習を始めさせていただいております。
　こちらが小学生の教室の様子で、日本人のボランティアの方と一緒に活動させていただいています。日本人のボランティアは、当初、立ち上げたときからずっと一緒に活動しておりまして、３人の方がメインで一緒にやっております。

　やっぱり教室に通ってくると、テストで１００点とってきたよといって写真をとらせてもらいますが、漢字テストであったりとか、算数のテストで１００点をとってうれしくて持ってきてくれたりします。
　あとは、家で音読の練習をすることがやっぱり親にとっては難しいということで、先生と一緒に音読練習をしたり、学校の宿題をメインで見ているんですけれども、学校の宿題だけでは力がつかないので、こちらでプリントなどを用意して支援をしております。
　あとは、夏休みの作品をつくるのを手伝ってあげたりして、やっぱり親御さんというのは仕事でなかなか忙しいので、私たちがどんなものをつくるといいのかなとか、ヒントを出しながら作品をつくることをしています。
　あとは、高校の学習支援教室ですね。高校の学習支援教室では、数学の引退された先生が教室に来て、子供たちに数学や英語、福祉を教えております。
　以上で、私たちの活動を紹介しました、御清聴ありがとうございました。

【時光氏】
ブラジル友の会の発表でした。御自身が小学校２年生のときだったでしょうか。初めて日本に来られて、学校に行ってもついていけない。どんどんポルトガル語を忘れていくという様子を見て、お母さまが心配になって活動を始めたら、何と口コミで９０人の子供たちも集まっちゃったという発表でした。では、席にお戻りください。

　では、続きまして、次は神奈川よりお越しいただきました、カワヤンＰ．Ｗ．Ｃのサルヴィオ　ローズマリーさん、それから同行者の公益財団法人かながわ国際交流財団の前田　桃子さんです。
　では、壇上にお上がりください。準備ができましたらお願いします。
【カワヤンＰ．Ｗ．Ｃ】

(サルヴィオ　ローズマリー)　こんにちは。はじめまして、カワヤンＰ．Ｗ．Ｃ代表のサルヴィオ　ローズマリーと申します。フィリピン出身です。日本に来てからずっと神奈川県川崎市に住んでいます。

　きょうは、代表としてこの場を借りて私たちの団体紹介をしたいと思います。

　２００４年フィリピンのコミュニティ「カワヤングループＰ．Ｗ．Ｃ」を立ち上げました。メンバーは７名、フィリピンの女性中心、場所は神奈川県川崎市川崎区で活動をしています。

　川崎にいるフィリピン人は約３，７２２名、その中の６割ほど国際結婚をしています。私も同じく国際結婚です。

　私は、１９９３年に日本に来日、一年ほど後に地域のボランティアを始めました。そして、１９９８年から川崎市こども文化センターふれあい館で働いています。

　フィリピンにつながる子供たちのグループを立ち上げ、子供たちの面倒をみながら、２００４年には地域の在日フィリピンの女性のために活動を始めました。それがカワヤングループです。

　写真にあるカワヤン・サリサリストアというところが、カワヤンの拠点になっています。

(前田　桃子)　「サリサリ」とはどういう意味ですか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　「サリサリ」とは、いろんなものがある場所という意味なんです。日本でいえば、コンビニエンスストアというところです。

(前田　桃子)　どうしてここをカワヤンの拠点としようと思ったのですか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　私たちは、食べ物を大事にしたいと思っています。でも、フィリピンの食べ物は簡単に手にいれることができないです。どうしてもフィリピンの食べ物を食べたいとき、フィリピンに注文しないといけないので、とても大変なことなのです。そこで私たちは何ができるのか考えて、お店を始めました。

(前田　桃子)　お店では、どういうものを売っていますか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　日本でいえばしょうゆ、フィリピンでいえばナンプラー、パティスというものとか、あとおやつ、いろんなものがあります。

(前田　桃子)　おやつがあると、子供も一緒に買いに行ったりするんですか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　そうですね。親子で買いものができる場所です。

(前田　桃子)　それでは、カワヤンの活動の紹介をお願いします。

(サルヴィオ　ローズマリー)　カワヤンの活動は３つあります。１つ目、在日フィリピン女性と母子家庭支援、２つ目、情報提供、勉強会や相談、３つ目、フィリピンと日本をつなぐ活動です。それでは詳しく説明します。

　１つ目、在日フィリピン女性と母子家庭の支援です。毎週水曜日、サリサリストアでみんなで食べ物をつくって、食べながら情報を交換をして、悩み事を話します。

(前田　桃子)　例えば、どういう悩み事や相談がありますか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　例えば、２０１３年の入管の在留カードの切りかえのとき、みんなを集めてお知らせをしました。

(前田　桃子)　勉強会のようなことですか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　そうですね。勉強会を行いました。

(前田　桃子)　この左の写真のほうは、どういう内容ですか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　年２回親子が一緒に集まってキャンプやクリスマス会を行います。

(前田　桃子)　これはどういう目的で行われましたか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　目的は、新しい友達と出会うことで、遠くに出かけるときも一人ではなくなることです。交流会は外の世界を知るチャンスになります。

(前田　桃子)　一人で遠くに出かけることができないとはどうしてなんですか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　私たちは、大人になって日本に来て、日本語の学校に行った経験もなく、言葉の壁やいろんなところに行くこともわからなく、一人だけで出かけることもできないかなと思っております。

(前田　桃子)　カワヤンが企画してみんなで出かけることで外の世界を知る、いいきっかけになっているということですね。

(サルヴィオ　ローズマリー)　そうですね。一緒に楽しんで、笑ってくれる仲間がいることは私たちには心強いです。

(前田　桃子)　写真を見た感じで、みんなが笑顔なのがよくわかります。次の内容にいきましょうか。情報提供では何を行いますか。
(サルヴィオ　ローズマリー)　川崎市内の日本語を勉強できる教室について、お母さんたちに情報を渡します。

(前田　桃子)　勉強会では何をしますか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　在留資格の更新についての勉強など、テーマを決めて勉強をすることにしています。

(前田　桃子)　ほかにどういうことを行いますか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　学校や病院の手続などの相談もあります。例えば、「手術をしたが何をされたかわからない。医者も細かいことを説明してくれない。」と相談があったとき、私たちの団体で日本語が少しできるメンバーが通訳として出かけることもします。

(前田　桃子)　勉強会とか情報提供とかの機会にみんなが集まって話している中で、こういうことで悩んでいるんだけどとか相談の話が出てくることもあるんですね。

(サルヴィオ　ローズマリー)　たくさんあります。

(前田　桃子)　３つ目の活動の紹介をお伺いします。

(サルヴィオ　ローズマリー)　３つ目の活動は、フィリピンと日本をつなぐ活動を２つ行いました。２０１３年１１月ごろ、フィリピンで大きな台風がありまして、カワヤンのメンバーが集まって何か支援をできないかなと話をし、服を送ることにしました。送る準備などをカワヤンメンバーが行いまして、チラシをつくって広報をしたら、フィリピン人だけではなく、日本人からも協力がたくさんありました。

　１０箱だけ送ることが目標でしたが、日本人からの協力で２倍になりました。

(前田　桃子)　送料はどうされたんですか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　送料は、カワヤンでお祭りにお店を出しまして、地域の商店街にお願いをして、募金箱を置いてもらいました。

(前田　桃子)　地域の協力があって送ることができたんですか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　そうです。そのときにカワヤンの７人のメンバーだけでできるかということが本当に大きな課題だったのですが、実際にチラシを送って、いろんなところの団体、地域にお願いをして、日本人からの協力が本当に力になりました。

もしかしたら、この会場にいる人が送っていただいたかもしれないので、この場をかりて心から感謝しています。

(前田　桃子)　次にテキストブックのことを教えてください。

(サルヴィオ　ローズマリー)　２０１５年１月、タガログ語を勉強するため小さなテキストブックをつくりました。学習会で勉強するためのテキストブックです。

(前田　桃子)　タガログ語と日本語の言葉やフィリピンの教育制度について学ぶことができます。

(サルヴィオ　ローズマリー)　フィリピンでは、新しい学校制度に変わりましたが、日本に住んでいると私たちみたいなお母さんたちはその情報がないんです。それを知るために、このテキストブックを使って、お母さんたちにも情報を広めてほしいなと思い、作りました。

　フィリピン人だけではなく、日本の方々にも学んでほしいなと思います。

(前田　桃子)　これは、どういうところに配ったのですか。

(サルヴィオ　ローズマリー)　このテキストブックは（かながわ民際協力基金の）助成金を使ってつくって、２００部くらい作成して、川崎市内の学校と保育園や幼稚園に配りました。

学校や保育園からのお礼の手紙や言葉をいただきました。タガログ語で「サラマッポ」（「ありがとうございます」）という言葉をいただきとても嬉しかったです。

(前田　桃子)　最後にメッセージがあればお願いします。

(サルヴィオ　ローズマリー)　最後のメッセージなんですけれども、子供の世代には、日本とフィリピンの文化を学んでいってほしいです。２つ目に、２つの文化を大切にしてほしいです。そして、地域にあるサリサリストアのお店には、入りにくいと思いますが日本人にも来てほしいです。

最初、お店ができたときはなかなか地域の人は来てくれなかったんです。

お客さんがドアを開けた瞬間に、（スナックと思って）「ビール一本ください」と言われたことは私にとってはショックでした。私はやさしく「ビールはありません、食べ物だったらあります」と答えました。その日本人のお客さんは何も言わずにそのまま出ました。

これからはもっともっと地域にいる在日外国人だけではなく、地域にいる人も、日本人の方も一緒にその場で時間を過ごしたいなと思っております。これからもカワヤングループをよろしくお願いします。

【時光氏】
カワヤンのお二人の発表でした。
　ローズマリーさん御自身はフィリピンの出身で、日本に来られて地域で生活をしています。
　同じフィリピン人女性の自助活動もされていて、子供たちにも２つの文化を大切にしてほしいと願って活動されています。

　では、席にお戻りください。

　では、続きまして、熊本からお越しいただきました、一般社団法人熊本イスラミックセンターのお二人です。
　最近、国際社会でも注目をされている移民の問題、それからイスラム教、宗教の問題なんですけれども、お二人が今日本で長く生活をされていて、そのイスラム教の文化を広く広めるために、どういう活動をされているかというお話も伺えるかと思います。

　発表者は、マルロ・シースワヒュさん、それから同行者の　タハ・ファルック・セハタさんです。

　では、準備ができましたらお願いします。

【一般社団法人熊本イスラミックセンター】
皆さん、こんにちは。
　私は、マルロ・シースワヒュ、インドネシア出身です。熊本イスラミックセンターの代表です。
私は、タハ・ファルック・セハタ、エジプトから来ました。よろしくお願いします。
　今回は、私たち熊本イスラミックセンターの簡単な紹介をします。
　ＫＩＣ（注：熊本イスラミックセンター）は、熊本市にあります。熊本は九州の中心部に位置しています。熊本イスラミックセンターは、熊本大学からとても近いです。建物は３階建てで、男性の礼拝場所が１階、女性の礼拝場所は２階にあります。
　そして、ワイドなキッチンや教室や図書館も中にあります。一番上の３階は、宿泊できる部屋があります。私たちの会員は留学生だから、熊本大学での学会が多いです。そこで、海外から学会に参加する友人たちが全部無料で泊まることができるようにしています。
　熊本のムスリム教徒の簡単な歴史を紹介します。熊本ムスリム協会は、ＭＳＡＫです。２０００年に発足、２００７年４月に熊本マスジド　プロジェクトが熊本大学のムスリムの留学生によって始まりました。
　２００８年４月にＭＳＡＫは、ＫＩＣ熊本イスラムセンターに定款に基づき改名。
　２００８年５月、ＫＩＣは熊本県庁に宗教団体として登録申請。
　２０１２年４月、競売により竜神館落札。
２０１２年６月、一般財団法人熊本ムスリム協会登記。
２０１３年３月、熊本マスジド開堂式です。
　会員の多くは、熊本大学の研究者たちです。タハさんも、研究者です。みんな研究者が多く、日本語は余りしゃべれないです。研究者たちは大学では、英語でしゃべります。日本語はあまりしゃべらないです。私はちょっと特別です。日本に来てことしで１３年になりますけど、日常生活では英語でしゃべります。家族と仕事のときも英語で、日本語はあまり使っていません。
　そして、会員数は、エジプト、バングラディッシュ、インドネシア、パキスタン、アフガン、マレーシア、ナイジェリア、スーダンなど多くの国からおよそ１５０人ほどいます。
　ＫＩＣとＫＭＡとの関係です。ＫＩＣは、宗教団体です。今の熊本イスラミックセンターです。それから、マスジドは拠点、ＫＭＡは一般社団法人になります。
　たくさんのイスラム教徒が熊本に来ていましたが、私たちが集まったり礼拝をする場所が十分にありませんでしたので、２００７年にマスジドプロジェクトをスタートしました。ＫＩＣは熊本マスジドの一部です。マスジドはお祈りをするところです。ＫＩＣは、マスジドの内外の多くの活動を企画しています。
　活動グループ、ＫＩＣのトップはシュラと呼ばれるアドバイザーです。その下はリーダーです。ＫＩＣリーダーは、毎年５月に選挙によって選ばれるリーダーです。ＫＩＣリーダーは、シュラの監督とアドバイスのもと、役員会と協力して組織の運営を行います。
　私たちの団体の一番上は、シュラメンバーで、ＫＩＣリーダーの会長は２番目になります。だから、私たちのグループでは、一番大事な事はシュラが決めます、リーダーじゃなくてシュラが決めます。シュラのメンバーは異なる国の人です。だから、シュラのメンバーは、インドネシアコミュニティ、バングラディッシュのコミュニティなど、熊本市にある全てのムスリムコミュニティからそれぞれ数人が普通選ばれます。それぞれのコミュニティのリーダーとコミュニティメンバーによって選ばれた人たちです。
　例えば、熊本で一番の大きなコミュニティはインドネシアコミュニティ、熊本県だけでメンバーは３００人くらいいます。だから、一番大きなコミュニティのインドネシアから５人、バングラデシュから４人、そしてパキスタンから２人とか選びました。
　それから、ＫＩＣの活動は、一日５回の祈りと金曜礼拝をしています。男性や女性イスラム教徒のためのコーラン勉強会を毎週しています。
　子どもたちのための英語教室、コーラン勉強会を毎週しています。ラマダン期間中のイフイターの集まりやタラウィー礼拝をしています。
　そして、イスラムの祭りは、１年に２回ありまして、イードのお祝いもします。
　そしてＫＩＦ（熊本市国際交流振興事業団）と協力して、公開セミナーをしています。
熊本大学の新入留学生のためのオリエンテーションプログラムがあります。
　さまざまな場所に家族旅行を年２回します。
そして、ムスリム、非ムスリム間の友好親善を目的として定期的にスポーツ、文化イベントをしています。
　祭りのときに私たちのメンバーは、３００人くらい来ました。次の写真は新入生向けオリエンテーションですね。そして、毎年、一年に一回は、バドミントンの九州大会です。留学生のバドミントン大会があります。熊本クリケット、一緒に日本人もやっていますね。
　これは、昨年のコーランの勉強会とか、そして次は子供の英語のクラスです。そして、日本人ムスリムの勉強会もあります。
　これまで、さまざまな宗教関係者や地元コミュニティとの対話をしました。協会をスタートしたときに、近所の人たちには、私たちに対していつも悪いイメージがありました。なぜイスラムの人たちがいっぱいそこにいるとか、イスラムの人たちはいつも酔っ払っているのかとか。だから、イスラム教の説明をしました。私たちは、アルコールと豚肉はだめです。だから、私たちは酔っ払っていないです。安心してください。こう言いました。まだいっぱい説明したいのですが、時間がないから、申しわけないですが終わります。ありがとうございます。
【時光氏】
熊本イスラミックセンターのお話なんですけれども、日本は何かと宗教に対して理解がまだまだ少ない社会のように思って、まるろさんたちは同じイスラム教徒のために、例えば、礼拝場所を提供したり、それから子供たちの英語教育、もしくは、地域の住民の皆さんに対して理解を深めるような活動をされているように思いました。ありがとうございました。

　では、席にお戻りください。

　では、お待たせしました。最後の発表団体になりますが、福島よりお越しいただきました、つばさ～日中ハーフ支援会の方です。発表者は、城坂　愛さんです。それから、同行者ですが、公益財団法人福島県国際交流協会の菅本　裕介さんです。
　では、準備ができましたらお願いします。

【つばさ～日中ハーフ支援会】
皆さん、こんにちは。

　私は、福島県から来ました、城坂愛と申します。始まる前に、簡単な自己紹介をさせていただきたいと思います。

　私は２００１年に来日して、うちの主人は日本人で、国際結婚家庭ということになります。今は２人の息子とおばあちゃんと５人家族で須賀川市に住んでいます。

　私が日本に来たばかりのときは、日本語は分からないし、日本人はどんな感じとか、社会に入らないと日本という社会をわからないと思いました。早速、隣の町の郡山市にある国際交流の会「かるみあ」を介して、そこで日本語を学びながらいろいろ国際理解のボランティアとして活動を始めました。
　その後、福島県の国際交流協会のサポーターとして、さまざまなボランティア活動に参加して、たくさん学んだことのきっかけにして、地震のあとで、つばさ～日中ハーフ支援会を立ち上げました。
　今、つばさの副会長として務めています。これから、ちょっとつばさのことについて簡単な設立経緯とか、目的を紹介していきます。
　つばさは、２０１１年東日本大震災のあとに設立したものです。主には、在日中国人のお母さんたちが立ち上がったもので、やっぱり地震のときは、大変混乱していました。その後、福島県は特別なもので、放射能のことについてたくさんわからないことがあります。その混乱の中で、私たちも放射能に対する不安の気持ちとか、子どもがその状況にいて安全かどうかのことについてたくさんストレスを抱えて、でもそのまま簡単に避難するとか、それもできないです。

　その地震一つで、ものを捨てて別のところに避難するとか、それも不可能だと思います。私と同じ状況の人はたくさんいるので、そこでつばさは、最初、情報を公開して、そして皆さんで話をして、ストレス発散するところをつくろうと思って始めました。
　実は、福島県はほかの県とちょっと違うところがあります。さっき、最初に、時さんが紹介したところと同じく、外国人は散在しています。福島県は、結構地域が広い場所が多いですが、外国人の全体的な人数は、多分東京とか神奈川とかほどではないと思いますね。その散在地域の中で一番多いのは、やっぱり外国からのお嫁さんです。このお嫁さんたちは簡単に言えば、ぽつんと地域の中に一人だけいる。周りに誰もいなくて、自分の（母国の）言葉もしゃべれない、友達もできないとか、そういう孤独感がすごく強いところでみんな頑張っているという感じです。

　また、大抵、外国から来たお嫁さんの嫁ぎ先の家庭の経済的状況がよくない場合が多いんです、農家とか。そしたら旦那さんも非正規の仕事をしていて、アルバイトとか経済的な面も結構困っている家族も多いんです。

　個人的にそれぞれの状況があるんですけど、うちの地域は中国から連れてきた子供たちと、ここで生まれた日本人と中国人の間から生まれた子供が多いです。

　その子供たちは、絶対的な人数も少ないし、地域にいると多分学校では一人、二人しかいないという状況になっています。

　そんな状況で、差別してはいけないと言われても、やっぱり外国人って珍しいじゃないですか。そこにいたら、気にしないうちにこの人は違うということになります。それをなくせるとは言えないんだけど、いいところ、いい方面になるように、私たちは地震のあとで子供たちに中国語を教えるということを始めました。継承語教育の目的は、子供たちに私たちの教室に通って、中国語をしゃべれるようになるとか、そこまでの大きな成果は望んでいません。子供たちは、ここに来て中国語を学んで、そして中国文化にふれ合って、それにより、いかに自分のアイデンティティを重視して、自分はどういうふうに誇りを持って日本の社会で堂々と生きられるということを育てたいという感じで力を入れています。
　だから、子供たちがここに来たら、中国語をしゃべれるようになるのが目的ではありません。ここに行ったら自分と同じくらいの子供もたくさんいる。そして、自分は日本人だけじゃなくて、半分中国人の血も流れるということを自慢できるように、誇りを持って堂々と学校に行けるようにしたい。そっちが一番大きな目的です。

　まず見てほしいのはこの写真です。子供たちが中国語教室の中で学んだ漢字を地域の文化祭のときに発表しているところです。
　（子供たちの）後ろで漢字の幕を持っているのはお母さんたち、前で発表する子供たちはここで中国語を学んだお友達です。

　活動に関して簡単に紹介します。私たちが、毎月必ずやるのは、月２回の中国語教室と、月一回の日本語朗読教室。中国語教室ということは、先ほど紹介しましたが、もう一つ日本語朗読教室というのは、お母さんたちは長く日本にいてふだんの生活は困らないけど、具体的に細かく自分の気持ちを伝わることは、やっぱり日本語では難しいです。そういう人たちを手伝ってあげるということで、その日本語朗読教室は、郡山の日本語教室から支援をいただいて、先生たちは私たちのところに派遣されて毎月やっています。
　そして、子供たちは日本語と中国語とかいろいろ学んで勉強したら、自分はどのくらいできるとかわからないと、何か達成感がないんですね。そのために、実は福島移住女性支援ネットワークEIWANのところから、たくさん支援をいただいて、今年の４月に福島県の須賀川市の私たちがいつも使っている公民館で、東北３県の福島こども多文化フォーラムを行いました。ここで、中国語だけじゃなくて韓国語も、また、福島県と宮城県と山形県から継承語をやっている教室の人たちが集まって、一緒にこのイベントを行いました。そのときは、来場者１５０人くらいで、たくさんの新聞にも掲載されました。そこで、子供たちは中国語とか韓国語とか、できるかをやって披露しました。

　私たち、中国語教室のほかにたくさんの地域活動にも参加しています。私たちが団体を立ち上げた目的は、中国人はいかに日本で、小さい中国をつくろうとかそういう目的じゃなくて、どういうふうにもっと日本の社会に入って、この地域の住民の一人になってほしいということです。やっぱりこの地域で、地域に入って、地域の住民になりたいなら、まず言葉が違う、文化も違うということをお互いに了解して、了解した上でお互いに理解して、理解し合って、そして尊重して、それではじめて多文化共生が始まるんだと思います。
　それで、私たちがこういうふうにいろいろ活動するのは、中国の踊りとか、チャイナドレスの展示で、みんなに注目していただいて、それで興味を持ってもらって、中国ってどんな国とか、中国人はどんな性格とか分かっていただきたいということです。

よく国際理解とか多文化共生とか言われるんですけれども、私たちが一番重視したいのは、自分の身内の国際理解です。家族の中で中国人がいます。そして、日本人もいます。周りにもたくさん日本人がいます。どういうふうに国際理解が始まるんですか。やっぱり夫婦の間でちゃんとお互いに理解して、気持ちを伝えるようにしないといけません。国際理解の最初の一歩ではないですか。

　よくみんな子供のことについてすごく注目しているんですけれども、でも子供のことといったら、子育てで一番大事なのは、家庭じゃないですか。家庭が円満じゃないと、その子が幾ら力を入れて自信を持って勉強して、あなたは日本語もできて、中国語もできてすごい人材になるよと言われても、うちに帰ったら、お母さんとお父さんが話をしない、けんかをする。それでは子供は幸せになりません。大物にもなりません。

　だから、一番大事なのは、どういうふうに家庭を円満にするかじゃないですか。そのために、私たちはこの活動のほかに、国際家庭仲良し促進会を毎年やっています。この促進会で、実は去年の旧正月に、お母さんたちが内緒で、お父さんに長い間お疲れさまって感謝の気持ちの手紙を書きましょうということで行いました。（その手紙を）みんなの前に立って発表するときは、旦那さんと奥さんが立って、そして奥さんは、ふだんあまり日本語がうまくない人でも、ちゃんと自分でちょっとへたくそな日本語で書いて、自分の気持ちが伝わるようにして、その場で旦那さんも本当に泣き崩した感じになります。

　家族とか会員たちも、みんなもうすごく泣いて、その後は、（旦那さんが）つばさの活動のことにも家族に対しても子供を面倒見ることとか、たくさんいい反応がありました。

　もう一つ、時間もないんですけど、今私たちが地震のあとずっと続けている活動は、この福島こども保養プログラムです。やっぱり放射能のことに関して、線量の低いところに子供たちは自然の中で思い切り遊べるということでやっています。でもお金がないので、多分福島県内の会津地域に行くしかない。つばさもそろそろ５年になるんですけど、これからもちょっと県外のほうにも行きたいなと思っているんですけれども、いろいろ調整中です。
　最後に一言言わせてください。私たちの目的は、細かく言ったら、継承語とかいろいろあるんですけれども、一番やりたいことは、やっぱりここにいる中国人たち、いかに円滑な社会生活に入るかということです。みんな仕事して生活しているから入れるじゃないですかって簡単に言われるんですけど、実はとても複雑な仕組みがあります。

　日本語がわかるだけでは、ちょっと物足りないですよね。日本語では、郷に入ると郷にしたがう、そんな言葉もあります。でも、この言葉一つだけで片づけることはできないと思うので、最初言ったとおりに、やっぱりお互いに理解して、お互いに尊重して、その上に多文化共生ということができて、そしたら私たち、少数派である外国人でも、誰でもいきいきと地域で生活でき、もっと楽に楽しく生活できるかと思います。
　そんな誰もが生活しやすい地域づくりについて、私たちは力を入れたいと思います。

【時光氏】
つばさ～日中ハーフ支援会の発表でした。
　震災の不安から、まず集まる場を作って、その不安を母語で語ろうというところから活動がスタートしまして、子供たちの教育にもしっかり力を入れようと思ったら、次に多文化が家族たちの支援まで今活動を展開されています。

　大変城坂さんの力強い発表をいただいたように思います。
【パネルディスカッション】

【時光氏】
ここからは、もう少し踏み込んでコミュニティの皆さんにインタビューをしながら、皆さんから見て外国人コミュニティならではの役割、もしくは強み、課題は何かについて、お一人ずつお話を伺いたいと思います。
　それから、同行者の皆さんですが、サポーター、もしくは、地域国際化協会の立場から考えて、きょうの発表を聞いて、その感想、もしくは事業にいかせるヒントについてお話が伺えたらいいなというふうに思います。

　では、発表順でお話を伺っていきたいと思いますが、隣のニーナさんですね。パルヨンのほうで外国人女性のコミュニティづくり、それからうまいこと日本人女性を巻き込みながら、その方たちから日本で生活する知恵を教えてもらいながら活動されているなというふうに聞こえたんですけれども、ニーナさんから見て、ここの活動で大切にしたいもの、もしくは、パルヨンならではの役割について、ニーナさん御自身はどういうふうにお考えでしょうか。もしくは、いろんな事業を御紹介いただいた中で、特にこれを大切にしたい事業があれば教えてください。
【外国人女性の会パルヨン　ハッカライネン　ニーナ　氏】
私たちの活動を通して、外国人に伝えたいことがあります。もちろん私たちはたくさんいろんな悩みを持ちながら、日本で生活していますけれども、それよりは私たちは、日本の社会に対していろんな貢献ができるんですね。
　今までは、外国人女性の会パルヨンは、助成金をもらうとか夢にも見ていませんでした。けど、やり出したら何か意外にいろんなことができるんですね。まずは、外国人にそういう勇気のあるメッセージを伝えたいのが一つ。そして、日本人に伝えたいメッセージは、日本人と外国人の間の枠をつくるのではなくて、みんな同じ人間なんですね。確かに文化が違うとか、言葉が上手にしゃべれないとか、いろいろあるんですけれども、今、私が上京区に住んでいて、上京区はとても伝統的で保守的な地域なんですよ。そこに引っ越したら、周りのおじいさんとおばあちゃんたちがすごいびっくりしていて、私が怖いと思っていたんですね、きっと。
　だから、私、最初はこの地域は嫌だなと思いました。何で上京区なのか、もっと楽な地域もあるし、京大の近辺とかね。だけど、やっぱりよかったんです。そこで、その人たちの考え方を勉強することになって、日本人の心ってどういうことかって、みずから勉強するようになって、だからすごいよかったと思っています。だからみずから勉強して、そして日本人と一緒に日本の文化を勉強して、外国人に教えたり、日本人に教えたり、こういうことで私たちが困っているというのも大切かな。
　だから、そういう架け橋役が大切かなと思って、将来はみんな外国人とか日本人ではなくて、人間同士で一緒に仕事をしていて暮らせるようになったらいいなと思っています。
【時光氏】
それから、もう一つお聞きしたいですが、今交付金を受けまして、外国人住民が日本で、上京区と言ったほうがいいですかね。京都でもっと生活しやすくするためのガイドブックを今つくられているんですね。

　会場の皆さんの団体、もしくは組織におかれましても、いろんな多言語のガイドブックをつくられていると思うんですね。よくあるガイドブックとの違い、うちのここがポイントだというところを御紹介いただけますか。

【外国人女性の会パルヨン　ハッカライネン　ニーナ　氏】
コツなんですね。御近所への挨拶、さっきも紹介したように、「いつもうるさくしてすみません」という挨拶は今の近所に引っ越しするまで誰も教えてくれませんでした。それが、上京区のおばあさんに教えてもらいました。だから、これ絶対言ったほうがいいですよ、あなたうるさくしていなくても言ったほうがいいですよ、それでスムーズに進みますね。本当にそれがそのとおりだったんですね。

　　だから、上京区のおばあさんたちはすごいなと思って、今そこに住んでいていろいろ教えてもらって、それをガイドブックにしたいんです。私が困っていたので、ほかの外国人たちがもっと早くいろんなことを勉強して、もっと楽しく住めるようになったらいいなと思っています。

【時光氏】
日本で生活する知恵がたくさん入っているガイドブックがポイントだというふうにおっしゃっていました。皆さんごらんのとおり、恐らくニーナさんの周りの外国人住民もきっとニーナさんを見て、大いに勇気づけられているんじゃないかなというふうに思いました。
　では、本日の同行者、本多さんにお聞きします。ニーナさんと一緒に活動されていて、こういうところはこういうふうにサポートしているんだとか、あるいは、こういうふうに役割分担をしているんだ、そのあたりのことについて何かあれば教えていただけますか。

【外国人女性の会パルヨン　本多　りえ　氏】
役割分担というか、もう全部ニーナがやってくれていて、本当にサポートだけですね、私は。日本語のチェックをしたりだとか、ちょっとした文書をつくったりとか、それくらいですね。全部ニーナがやってくれています。

【外国人女性の会パルヨン　ハッカライネン　ニーナ　氏】
本当はもっとやっていますよ。本当です。それ日本人的なところです。

【外国人女性の会パルヨン　本多　りえ　氏】
すみません、日本人なので。

【時光氏】
奥ゆかしい日本人の御発言ですね（笑）。
　では、時間がないのでどんどんいきたいと思います。友の会の金城さんにお聞きします。御自身が実は最初にポルトガル語も忘れていって、日本の学校に行ってもついていけないという経験をお持ちなんですけれども、今、御自身が担い手として友の会を支えているお立場でいらっしゃいますね。

　金城さんから見て、特に同じ日系人の子供たちにこういうことを伝えたい。あるいは、こういう活動を大切にしたいという部分を教えていただけますか。
【ＮＰＯ法人ブラジル友の会　金城ナヤラナツミ　氏】
そうですね。私自身が苦労したことによって、両親が活動を始めたということもあるので、やっぱり私が今、習った立場から子供たちに教えられることがあるのであれば、ぜひ教えたいし、私たちはやっぱり目標となる存在というのがなかなかないので、もっと子供たちには夢を持ってもらいたいなといつでも思っています。
【時光氏】
なるほどです。子供たちに、「親みたいにどうせ工場で働くんだ」という気持ちではなくて、夢を持って日本社会で輝いてほしいという思いをお持ちなんですね。
　美濃加茂市は、何かと注目されている地域のように思うんですけれども、金城さんたちが長年地域で活動していて、感じる課題、この子供たちをサポートしようと思ったら、ここが壁なんだ、ここを壊したいという壁があれば教えてください。
【ＮＰＯ法人ブラジル友の会　金城ナヤラナツミ　氏】

やっぱりその活動の場で行ってきた中では、教育委員会との連携が課題としていつも私たちは上げます。１２年間活動している中で、教育委員会との連携はなかなかとれなくて、一つ科目を教えるにも教科書がやっぱり必要なんですけれども、教科書すら私たちは持っていない中で教えなければいけないというのが現状なので、やっぱり教育委員会との連携もすごく必要だと思います。

【時光氏】
なるほど。よく聞くお話ですが、教育委員会となかなか連携ができず、ブラジル友の会がいる地域も同じような壁に直面しているなと思いました。
　では、本日お母さんも一緒に来られています。適宜ポルトガル語でつぶやいていただいて構いません（笑）。お母さんがきょうの娘さんのお姿を見て思うこと、もしくは、これから団体をこういうふうにしていきたいなというあたりを教えていただけますか。

【ＮＰＯ法人ブラジル友の会　金城アリーナユキエ　氏】
　人生の中の基盤となるものは教育です。

　これは、私たちの子供が人生の中で成功するためには、教育の質を上げなければいけません。
　だから、将来もっと日本人と外国人が仲良く暮らすためには、教育が常に必要だと考えています。
【時光氏】
ありがとうございます。

　教育を大切にしたいというお母さんの思いですね。ただ、今の皆さんの地域はいかがでしょうか。現場、もしくは学校を見て、果たして多文化の子供たちは、いきいきと学校に通って学べる環境ができているでしょうか。疑問に思います。
　では、次に３番目に御発表いただいた、カワヤンのローズマリーさんです。ローズマリーさんから見て、御自身のフィリピン人女性がメインで活動されている団体ですが、自分の団体としてこの部分を大切にしたい、あるいは、活動を通して感じている課題があればお聞かせください。

【カワヤンＰ．Ｗ．Ｃ　サルヴィオ　ローズマリー　氏】
私たちは、地域で活動しているんですけれども、先ほどもお話をしましたように、国際結婚した女性がフィリピンから日本に来ていて、何もわからない中で生活をすることはとても大変です。わからない中で、子供を産むというところもとても大変なのです。そして、そういう人たちが私たちの周りに結構いました。

　私の周りの人では、約７０％が母子家庭なんです。お母さんは働きに行かないと子供を育てて生活ができないので、子供のそばにいることができません。お母さんが時間をつくって子供の面倒を見るというのは大きな課題です。

　日本で生まれ育った子供に、「私は日本人だからお母さんの国の文化を勉強しなくていいから」と言われると、私は心が痛みます。「自分が日本とフィリピンの文化を持っているということを大切にしましょう」ということを一生懸命教えるんですけれども、お母さんに言葉の壁があるから伝えることができないことが多いです。
　
【時光氏】
フィリピンの女性の皆さんも日本社会で大変な思いをしながら、生活しています。ただ自分のこと以上に気にしているのが子供、日本社会でこれから生きていく自分の子供のことなんですね。

　子供たちに、母国や文化、ルーツをコンプレックスではなくて、それをプラスに変えていけるんだ、そのためにお母さんたちがみずから学びながら、子供たちに一生懸命伝えようというお母さんの姿が見えました。
　では、同行者の前田さんにお尋ねしたいんですが、ふだん一緒に事業をされたりしているようなんですけれども、地域国際化協会として、例えば、こういうかかわりをしているんだとか、あるいは、ここにいつも気をつけてこういうふうに一緒に事業をやっているんだというあたりを教えていただけますか。
【公益財団法人かながわ国際交流財団　前田　桃子　氏】
今日の発表の中でも、タガログ語と日本語、また教育制度などを書いたテキストブックをつくったという報告をしましたが、かながわ国際交流財団では、神奈川県内の外国人コミュニティやその支援している団体が活用できる助成制度を運営しています。今回のテキストブックも、その助成金で作成されました。

　なかなか普通の助成金というものは、申請書が難しかったりもするのです。そこを外国人コミュニティの方も申請しやすいようにルビを振ったり、簡素な形式にすることで、今神奈川県内のさまざまな地域の外国人コミュニティにその助成金を使っていただいております。
【時光氏】
それからもう一つお聞きしたいですが、外国人コミュニティおしゃべり場づくり、いろんな現場でこのような事業をされていると思いますが、ローズマリーさんたちがされているコミュニティとほかのコミュニティと違いがあるとすれば、前田さんはどういうふうに見られているのでしょうか。

　もしくは、ローズマリーさんのほうから何かあれば。私たちのコミュニティは、ほかのところとここが違うんだというところがあれば教えてください。

【カワヤンＰ．Ｗ．Ｃ　サルヴィオ　ローズマリー　氏】

　大きな違いがあります。なぜかと言うと、私たちは予算がありません。さっき、前田さんは、簡単な助成金の申し込みがあるということを言いましたが、日本人がそばに誰もいないと、書くことも大変でなかなか申請できません。

　私たちは本当に少ない給料の中で、毎月５００円ずつ集めていて、定例会を行います。どうしても大きな勉強会を行うと、その専門の人を呼ぶとき、私の給料からお金を出して呼びます。

これからどういうふうに大きな活動ができるかということを勉強したいと思っています。

外国人コミュニティに寄り添って支援できるやさしい日本人の方が増えたらいいなと思っております。ぜひよろしくお願いします。
【時光氏】
切実な問題ですね。資金が足りないと。いろんなところで資金のサポートはしてくれていますが、ただはっきり言うと、役所っぽいものが多くて、日本語ネイティブでも書けないような文書や予算書が多くないですか。これを日本語ネイティブじゃない人に書けと言われてもかなり酷ですと、正直思っています。なので、ぜひ周りの皆さんに、例えばこういう情報があって、申請書はこっちで出します、事業だけ、がっつりやっていただいて、報告書や会計はこっちでやりますというようなサポートもしていただければ、外国人コミュニティの皆さんももっと活動しやすいんじゃないかなというふうに思います。

　それから、熊本イスラミックセンターのマルロさんですね。マルロさんたちがふだん、熊本で生活をしていて、例えば、宗教上の不便がたくさんあると思うんですね。
　今、マルロさんたちの団体が大切にしたいことは、どんなことですか。

【一般社団法人熊本イスラミックセンター　マルロ・シースワヒュ　氏】

　まず課題としては、イスラム教というと、メディアとかでよく見られる場合は、イスラム教という言葉とかあまりよろしくない面しか、うつされないような形なので、このＫＩＣという団体を通して、一つの目的としては、まず個人と接することで、メディアでうつされる面でないような接し方をしたい。
　そして、私も２人子供がいて奥さんもいるんですけれども、例えば、宗教的な服装とか、ちょっと日本人と一般的な服装と違うのを着たりすると、やはりちょっと感じるものがあるので、団体を通して違うんだよと、我々もイスラム教であろうとムスリムであろうと、皆さん日本人と同じ人間です。皆さんと同じですということを伝えたいなと思います。
　例えば、団体としてイスラム教団体ですといいますと、まずその時点で引いてしまったりする場合もあるので、取り組みとしてはインドネシアコミュニティです、アラビアコミュニティですとかいうところから入っていくことに力を入れています。
　日本人全員ではないんですけれども、やはり恐怖というか、イスラム教のことを余り知らないので、ちょっと近寄らない光景があるかなと思うんですけれども、コミュニティとしてやれば、話しやすい交流がふえていくと感じています。
【時光氏】
イスラムに対するイメージがあまりよくない中、マルロさん御自身は、とにかくよくないイメージ、固定観念、もっと言えば偏見、差別を壊したいという強い思いを持っておられるようです。

　熊本県では外国人観光客がイスラム系の観光客がふえているんですね。最近、マルロさんたちが行政と連携をとってやっているプロジェクトについて教えてください。
【一般財団法人熊本市国際交流振興事業団　八木　浩光　氏】
熊本市と熊本県ですけれども、インドネシアとの友好を進めましょうという動きが一つあります。
　あともう一つは、熊本県内にハラールの認証をとったお肉の精製工場が２つ、３つありますので、ここを拠点にして地域の活性化をしていこうということがあります。
　あともう一点は、熊本市がマレーシアのハラール産業開発公社と覚書を結びまして、ムスリムの方々へのおもてなしを強化しました。これは、ムスリムの方々だけでなく、いろんな方を受け入れるという多文化社会づくりをしているということになります。
【時光氏】
最近何かと爆買いとか観光客が注目されているんですけれども、マルロさんたちは、在住外国人というお立場から行政と連携をとりまして、地域の活性化を目指して外国人観光客の受け入れもされているんですね。
　これは、会場の皆さんの地域にもひょっとしたらいかせるアイデアのように思うんですね。在住外国人にはなかなか注目をしてもらえない。でも、インバウンドとなると、みんな目がピカッとなりますね。そこをぜひ上手に取り組んでいただいて、こういういろんなノウハウ、能力をお持ちの皆さんをぜひどんどん皆さんの事業で活用してもらいたいなというふうに思います。

　では、最後の発表者、つばさ～日中ハーフ支援会の城坂さんですが、城坂さんたちは、最初、外国人女性のコミュニティづくりからスタートして、気がついたら子供たちの母語教育、特に、子供たちに中国語を教えているんだけれども、中国語能力よりは、中国の文化に誇りを持ってほしいという言葉がとても印象に残りました。
　改めてお聞きしますが、城坂さんたちが今、活動の中で特に大切にしたい部分、もしくは、自分たちならではの役割、自分たちの強み、それからもし課題があれば合わせて教えてください。
【つばさ～日中ハーフ支援会　城坂　愛　氏】
つばさはとても若い団体で、地震のあとでできたもので今４年目くらいです。いろいろ調整しながら目標も少しずつ変わりながら大きくなっていくというところで、まず今すごく感じたのは、継承語教育といったら、実はことしの１０月でEIWAN（福島移住女性支援ネットワーク）さんの支援で、私たち大阪に見学に行きました。大阪で多分日本唯一の国際学級です。

【時光氏】
センター校のことですかね。

【つばさ～日中ハーフ支援会　城坂　愛　氏】
そうです。

【時光氏】
外国籍の子供たちを集め、一カ所で学習サポートをする取り組み、センター校ですね。

【つばさ～日中ハーフ支援会　城坂　愛　氏】
そうです。あとは民族学級もあるようですね。そこに行って、たくさんのところを見て勉強しました。
　大阪は、特別な、多分在日コリアンの歴史もあるのですけど、すごく違うところはあるんですけど、でもその社会的な子供たちに対する教育の環境と雰囲気はすごくいいと思いました。そういう感じで民族学級をつくるとかそんなに大きな夢はないんですけれども、でも国際文化理解ということは、本当に地元の学校に入れれば散在している外国ルーツを持っている子供たちに、いかに学校で堂々と、うちの親は外国人であるということは別に何も悪くないという感じで生きられると思っています。
　やっぱり先に言ったとおりに、教育委員会とは大きな壁があって、少しずつそこを越えていきたいということです。

【時光氏】
城坂さんたちは、例えば学校の中に入り込んで、今先生たちと一緒に活動する場面ってありますか。

【つばさ～日中ハーフ支援会　城坂　愛　氏】
私、個人的には十何年くらいでよく国際文化理解の会をやっているんですけど、でもつばさとして入ることはまだないです。
【時光氏】
なるほどです。今までアプローチしたことはありますか。学校に対して。
【つばさ～日中ハーフ支援会　城坂　愛　氏】
一人の小学生の母として、ちょっといろんなアンケートとか書いて、こういうふうにしたらいいですかとか出したんですけど、でも正式に教育委員会に行ってこういうことだよということはまだしていないです。

【時光氏】
会場の皆さんも恐らく直面する壁だと思いますが、ここで今、語っている課題をどういうふうに日本社会、地域に注目していただけるか、当事者の皆さんも悩んでおられるようですね。

　それから、同行者にお聞きしたいんですが、ふだんどういうかかわりをお持ちですか。もしくは、今日の発表を聞いて、地域国際化協会として今後このあたりを一緒にやってみようかなとかというあたりお聞かせいただけますか。

【公益財団法人福島県国際交流協会　菅本　裕介　氏】
つばさの城坂さんの活動を聞いていると、非常に活発にやられているというのはわかるんですけど、先ほどから何度もお話が出ているように、福島はやっぱり外国人の散在地域ということで、今回の話だけ聞くとこういうコミュニティが幾つかあるのかなと思うんですけど、決してそうではなく非常に活発にやられているほうです。
　その中で、つばさとは非常に顔の見える関係なので、情報を取り合いながら何かあればこちらで情報提供したり、お手伝いしたりというのができるんですけれども、なかなかちょっとそうではないところもあって、距離の遠いところもあると思っています。

　震災以降の反省なんですけれども、震災時になかなかやっぱり外国人への情報提供、どこにしたらいいのかわからなかったということで、近年クレア（注：一般財団法人自治体国際化協会）さんのほうから助成をいただいて、県内のコミュニティの発掘というのをやっております。

　なので、やっぱり足繁く通って、その一つで一緒に何もないとなかなかネットワークはつくれないので、共同事業をやることで連携を深めようということをやっていて、つばさとは去年、教育制度、やはり小学生とかを子供を持っているお母さん方が多いので、日本の受験とか部活とか学校のお弁当、プールに入るとか、そういったことをいろいろ学ぶ共同事業だったんですけれども、そういったものを県内各地でやって、外国人コミュニティの把握というのをやっております。

【時光氏】
外国人コミュニティはどこにいるんだと、会場の皆さんも恐らく悪戦苦闘ですね。
　どこにいるんだ、探すのも大事だと思いますが、それより皆さんの現場で地道に時間をかけて、じっくり育成していく、お互いに学び合いながら、ともに成長していただきたいなというふうに私は思います。

　でき上がった団体はほとんどないので、ぜひ皆さんにお願いも込めてですが、現場でじっくり時間をかけていろんな意味で育てていただければありがたく思います。
　では、本当のところは登壇者の皆さん同士の質問、同じ外国人助成のコミュニティとして、もしくは母親として子供を地域で育てるためにどうしたらいいかという共通の話題で質問をしてもらったりしようかと思いましたけれども、時間の関係で会場の皆さんから、もし質問等があれば２、３受けたいと思います。もしくは感想でも情報提供でも構いません。
【福島移住助成支援ネットワーク】
福島移住助成支援ネットワークのｻﾄｳﾄﾓﾕｷです。
　私たちは今報告されたつばさと一緒にやってきました。それでちょっと幾つか報告と提供をしたいんですが、きょう城坂さんのほうから話がありましたけれども、最初に出会ったときに、教科書のコピー代がないという状況だったんですね。それで、中国政府が出しているテキストをコピーして、それで継承語教育をやっているんですね。

　その後、中国の領事館のほうからテキストの援助があって、それで私たちと出会ったんですが、最初つばさの継承語教室に行ったときにすごく感動したんですね。つまり、被災地のそれこそ農村の公民館の中で、中国人のお母さんたちが車で公民館に集まってきて、それで小学校低学年、幼児クラスと高学年２クラスをお母さんたち自身が教えているんですね。
　それで、こういう継承語教育がやはり被災地でできたということは、本当感激しました。その後いろいろ一緒にやったのですが、今は福島では、いわきで一つ、それと郡山でもう一つ、やはりそういう形で中国人のお母さんたちがみずから立ち上げてやっているんですね。それで、そういう中でどういう形で地域社会でサポートできるのかというのが、課題だなというのが非常に思います。
　ですから、今、全国各地にそれぞれのグループができたのですが、とりわけ被災地では、フィリピン人のコミュニティ、中国人のコミュニティ、韓国人のコミュニティが岩手、宮城、福島に小さいグループはできたんですが、なかなか継続しない。それは、やはり日本地域社会のサポートが継続的にできないものがあるので、やはりそのことを日本社会、あるいは、行政のところで、やっぱりもっとしっかり受けとめるべきではないかなというのを言いたいです。
【時光氏】
御意見ありがとうございました。
　本当に一生懸命活動されている皆さんですが、皆さんの周りの日本人のＮＰＯ団体とほぼ変わらない悩みを持っているところもあるんですね。資金面どうしたらいいか、ボランティアの継続どうしたらいいか。それをぜひ皆さんに考えていただいて、それぞれのポジションでできるサポートをしていただければありがたいなというふうに思います。

　では、大変恐縮ですが、もし質問等があれば最後にしたいと思いますが、いかがでしょうか。どうぞ。

【東京外国語大学】
東京外国語大学のｱｵﾔﾏです。

　午後に全国フォーラムが開催されますので、そちらをやっております。多言語・多文化教育研究センターのセンター長をしております。

　この全国フォーラムの一つのテーマは、大学の役割ということなんですが、どなたでも結構なんですが、こういう皆さんの活動の中で、例えば地域の大学と何らかの連携をやっている、もしくはそういうものができればこんなことができるんだけどということを考えておられるところがありましたら、御紹介いただければと思います。

【時光氏】
御質問ありがとうございます。

　地域の大学として、こんなことができるんじゃないかということで、皆さんから御意見があれば。はい。ニーナさん。

【外国人女性の会パルヨン　ハッカライネン　ニーナ　氏】
上京区はやっているんですね。上京区は、同志社大学があるので、学生ボランティアとして使っているんですね。うちの団体だけではなくて、ほかの日本人のＮＰＯ団体も同志社の大学生をボランティアとして使っているときがあるんですね。

　だから、一応ボランティアは提供してほしいなというか、思っていたというか、クラブ活動として、例えば外国人女性の会パルヨンを支援するようなクラブを設立してもらうとか、そういうのはいかがでしょうか。

【時光氏】
手が挙がりました。八木さん。

【一般財団法人熊本市国際交流振興事業団　八木　浩光　氏】
今朝、イスラムのコミュニティの方とお話を聞いたところですが、熊本イスラミック協会では、熊本大学の研究者と話をしながら、来年に学食の中でハラールフードのコーナーをぜひつくりたいというふうなことで連携を図っているということです。よろしいでしょうか。
【時光氏】
それから、金城さんも言いたい顔をされていますので、最後に金城さんから御意見をいただけますか。

【ＮＰＯ法人ブラジル友の会　金城ナヤラナツミ　氏】
発表の中でもお話はさせていただいたんですけれども、やっぱりボランティアの方に大学生とか大学院生が来ることによって、子供たちの目標となる存在になりますし、昔はやっておりましたが、大阪外国語大学があったときに、大阪外国語大学から学生さんが美濃加茂市に来て、ホームステイを一泊二日でやりながら、子供たちに学習支援をしてくださったこともあります。
【時光氏】
ありがとうございます。
　今、大学の役割として御質問いただいたんですが、これはほかの組織の皆さんにも共通して言えることかなというふうに思いました。

　では、大変恐縮ですが、時間の関係で質問を以上とさせていただいて、最後に私のほうで、きょう皆さんの発表を聞いて感じたことについて、簡単にまとめをさせていただいて終わりにしたいと思います。

　私のほうから主に３つについて、皆さんにお伝えしたいと思いますが、まず一点目、皆さんごらんのとおり、短期滞在者と違って、本当に日本で長年生活をして、日本社会に根をおろして生活しているんだという皆さんですね。

　日本社会に根をおろしているからこそ、いろんな課題に気づいて、立ち上がったんだという団体の皆さんです。なので、活動の目的がはっきりとしています。子供の教育なのか、中国語どうのこうのというよりは、母国文化に誇りを持ってほしい目的であったり、あるいは、宗教を理解してもらいたいなどといった活動の目的がはっきりされているように思いました。
　それから２点目なんですけれども、発表者全員御自身も日本社会でさまざまな苦労をしながら、自分自身が経験したからこそ、今、周りの外国人住民にとって何が必要か。身を持って知っているように思います。
　当事者による当事者の支援活動といいますか、もちろん多文化共生社会を実現していくに当たって、全員が当事者のように思うんですが。

　ただ、外国人住民、コミュニティの皆さんだからこそ、こういう活動ができて本当にかゆいところに手が届く。外国人住民のニーズにフィットできるような活動を提供できているように思いました。

　当事者が目覚めたらこんなに強いんだなということを皆さんも感じられたことでしょうか。

　それから、最後に何ですけれども、よく多文化共生とか外国人集中地域とか散在地域とかという言葉を聞くんですけれども、何を持って多文化共生が進んでいるかという尺度を皆さん、どういうふうにお考えでしょうか。
人数が多いから進んでいると言えるのか、少ないから、いやおくれているのか。皆さんはどういうふうにお考えでしょうか。

　きょう、皆さんの発表を聞いて思ったのは、数というよりは、当事者、外国人住民の皆さんがどれだけ表舞台に出て、どれだけ自分自身が、自分たちの活動ができているかというところが一つの尺度じゃないかなというふうに思いました。ぜひ、皆さんにもお願いも込めてですが、周りの外国人のキーパーソンを探していただいて、育ててもらって、お互いに学び合う姿勢で今後とも多文化共生の地域づくりに取り組んでいただければ幸いです。

　では、私のつたない進行で、何と１５分以上オーバーしてしまいましたが、最後に登壇者の皆さんに盛大な拍手をよろしくお願いします。
　ありがとうございました。
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